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How Do People Use Open Access Papers in Non-academic Activities? :
A Link Analysis of Papers Deposited in Institutional Repositories

Sho SATO, Hiroshi ITSUMURA

抄録
機関リポジトリ等を通じてオープンアクセス化された文献（OA文献）が増すに連れ，研究者や

学生以外の人びとが学術的な文献に触れ，必ずしも学術的ではない活動の中で用いる機会が増えて
きている。本研究では機関リポジトリに収録された文献の被リンク文脈の分析から，このような非
学術的な活動の中での OA 文献の活用状況を明らかにすることを試みた。

分析対象は京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）に2010年末までに収録された文献に対す
る，外部のwebページからのリンクである。KURENAIのアクセスログから収録文献にリンクして
いるページの情報を取得し，リンク数，被リンク文献数，リンク元ページの内容，リンク元サイト
の性格，リンクの目的について調査・分析した。その結果，KURENAI収録のOA文献は研究者で
はない個人が運営するwebサイト，Wikipedia，Q&Aサイト等の非学術的なサイトからリンクされ
ており，そのリンクの目的は趣味や健康問題，自身の職業に関する情報の発信・共有等であった。
本調査結果から OA 文献は研究者のみならず，社会の中で活用されていることが確認された。

Abstract
As more papers have become open access through the institutional repositories and other ways, not

only researchers and students, but also lay people have gained a greater opportunity to access those
papers and use the papers for non-academic activities. In this study, we analyzed how the papers depos-
ited in the institutional repositories were linked from external web pages to explore the current state of
utilization of OA papers in non-academic activities.

The external links to the papers deposited in Kyoto University Research Information Repository
（KURENAI）before 2010/12/31 were analyzed. We extracted the information of the external links
from KURENAI’s access logs and analyzed the number of links, the number of linked papers from the
external web pages, the contents of the referring pages, the characteristics of those sites, and their
motivations for linking. As a result of analyses, we found that the papers deposited in KURENAI were
linked from personal web pages, Wikipedia, Q&A sites and other sites which are for non-academic
activities. Some of those referring pages were created by lay people. The motivations for linking were
to publish and share information on the creators’hobbies, health and specialty. It has been revealed
that OA papers are useful not only to research community but also to broader citizens in a variety of
contexts.
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１．はじめに

大学・研究機関等が設置した機関リポジトリを通じ，
インターネット上で誰もが自由に閲覧できる学術文献が
増えている。機関リポジトリとは「大学とその構成員が
創造したデジタル資料の管理や発信を行うために，大学
がそのコミュニティの構成員に提供する一連のサービ
ス」であり1），学術情報への障壁のないアクセスを目指
すオープンアクセス（OA）運動の一翼を担うものとし
てあらわれた取り組みである。2011年４月現在，世界全
体で1,4042），日本国内で143の機関リポジトリが存在す
る3）。国内で公開された文献数は，本文が閲覧可能なも
のに限っても 78 万件を超えている4）。

公開される論文数が増え，サーチエンジンなどを通じ
アクセスの機会も提供されるようになったことで，OA
文献は研究者以外の人 （々以下，「非研究者」と呼ぶ）の
目にも触れるようになっている。日本の複数の機関リポ
ジトリのアクセス状況をアクセスログに基づいて分析し
た佐藤らの研究によれば，大学・研究機関ではなく個人
の自宅等と考えられるアクセスが多くを占めていた5）。
非研究者とオープンアクセスの関係について論じた
Zuccalaは，「好奇心の充足と自己改善（の機会の提供）」，

「情報の発見と信頼性の検証の新たなポイント」，「税金
の使途の追跡と有権者としての権利」，「医療研究につい
ての理解の増進と十分な情報に基づいた意思決定（の材
料）」等の点から，論文のOA化は非研究者にも利益をも
たらすとしている6）。さらに言えばこれらの利益は研究
者が，自身の研究活動以外の目的で学術文献を利用する
場合にも当てはまるものであり，非研究者にとっての論
文OA化の利益というよりは非学術的活動（研究・教育
等の学術的活動以外の活動）における論文OA化の利益，
と呼ぶべきものであるとも言える。

このようにOA文献が研究等の学術的活動以外にも役
立ちうるものであると論じられ，非学術機関からのアク
セスが多いこともわかっている一方で，OA文献がどの
ような利益をもたらしているのかは，必ずしも明らかで
はない。佐藤らによるアクセスログ分析では文献にアク
セスした（ファイルをダウンロードした）ことはわかっ
ても，どのようにして利用されたのかについての調査は
できていない。また，仮にアクセスのあった文献が実際
に読まれているとしても，その文献が利用者にとってな
んらかの役に立ったのかを知ることは不可能である。研
究活動の中での文献の活用状況は一般にその文献が引用
された回数によって計られており，そのためOA化と被

引用数の関係に関する研究が盛んに行われている。しか
し学術論文の執筆に結びつかない，非学術的な活動の中
での文献の活用状況は，被引用数からは明らかにできな
い。

そこで注目されているのがOA文献の被リンク状況の
分析である。インターネットとブログや Wiki 等のツー
ルの普及により，個人による情報の発信は容易に行える
ようになっている。学術論文は書かない非研究者であっ
ても，ブログや個人のwebサイトから，OA文献に対し
リンクを貼ることはできる。このようなリンクの状況を
分析することで学術文献の，非学術的活動の中での活用
状況をある程度把握できるのではないかと考えられ，そ
の必要性も指摘されている6）。その一方で，実際に OA
文献のリンク分析を行った研究は少なく，非学術的文脈
中での利用に注目した研究は皆無である。

そこで本研究では，機関リポジトリによってOA化さ
れた文献の被リンク状況を分析し，どのようなwebサイ
トからリンクされているか，何のためにリンクされてい
るかを明らかにすることを試みる。分析結果から，アク
セス数や被引用数の分析からはわからない，OA文献の
社会における活用状況について知ることが本研究の目的
である。

２．関連研究

2.1 非研究者・非学術的活動中のOA文献利用

実際に非研究者によるOA文献の利用を調査した先行
研究はほとんどないが，非研究者が学術文献のOA化に
ついてどのように考えているか，OA文献を利用する意
欲があるか否かについての研究はいくつか存在する。
Zuccala はオランダ在住の 24-60 歳の研究者以外の人々
23人を対象にOAに対する意識についてフォーカス・グ
ループ・インタビューを行い，調査対象者が医学や心理
学に関する研究に興味を示す一方で化学，物理学，数学
を重要と考えていないこと，研究文献を探すモチベー
ションを得るのは医療に関係した問題に直面した時であ
ること等を明らかにしている7）。医学分野については早
くから非学術的活動の中でのOA文献需要について議論
が盛んであり，アメリカでは患者団体，医療従事者等が
連携し，税金による研究成果のOA化推進を目的とする
団体を結成している8）。同じくアメリカではOAに関す
るパブリックコメント等の中でも，個人から，治療のた
めに学術論文を読みたいとする意見が寄せられていると
の指摘がある9）。日本においても，人々の医学・医療情
報ニーズと探索実態について質問紙調査を実施した酒井
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によれば，医学論文を「日本語で無料なら読みたい」と
した回答者が26.8％，「日本語なら，有料でも読みたい」
とした回答者が22.1％存在し，医学論文に対する需要が
存在すること，無料であればその需要がいっそう大きく
なることが明らかになっている10）。一方で日本の非研究
者のOA需要について，インターネット調査を行った佐
藤らによれば，心理学や医学分野の文献に対しOA化の
需要が高いのは Zuccala の研究と共通であるが，OA 化
を望む分野については性別によって有意差があり，男女
を分けると男性で情報学や工学，女性で教育学や言語学
などに対しても大きな需要が存在していることが明らか
になっている。また，回答者の55.1％がOA論文が自身
の役に立つと考えており，より専門的な情報を得たい場
合に OA 論文に対する需要が生まれるとされている11）。

利用の意欲ではなく実際の利用状況に関する研究とし
ては，佐藤らによる一連の機関リポジトリのアクセスロ
グに関する研究がある。佐藤らは日本の複数の機関リポ
ジトリについて，アクセスログから利用状況を分析する
ことを試みており，このうち利用者のドメインからその
属性を分析した研究の中で，大学・研究機関等のドメイ
ンからのアクセスよりも，民間プロバイダドメイン（個
人の自宅等からのアクセスが多いと考えられる）からの
アクセスが多いことを指摘している5）。ただし「はじめ
に」で指摘したとおり，あくまで機関リポジトリ収録文
献ファイルへのアクセスを見たものであり，実際に読ま
れたかどうかはわかっていない。また，民間プロバイダ
ドメインの中には研究者や学生による，自宅からのアク
セスも含まれている可能性があり，必ずしも非研究者・
非学術的活動中での利用を示すものではない。

さらに本研究に直接関連するものとしては，京都大学
と北海道大学の機関リポジトリについて，特にアクセス
数の多い文献の参照元ページ（その文献にアクセスする
直前に見ていた，文献へのリンクが付与されていると考
えられるページ）の内容を確認した研究がある12）13）。そ
の分析によればサーチエンジンだけではなく，インター
ネット掲示板「２ちゃんねる」やQ&Aサイトからもア
クセスがあり，それらは研究活動ではない，非学術的活
動の中で学術文献が活用されている事例を示したもので
あったとしている。ただし分析対象はアクセス数の多い
少数の文献にとどまっており，網羅性に欠ける。本研究
はこの機関リポジトリ収録文献にリンクしたページの分
析について，範囲をより拡大したものと位置づけること
ができる。そこで次節では，学術的なコンテンツにおけ
るリンク分析研究の現況を概観する。

2.2 学術的webページのリンク分析

被引用数から学術論文の活用状況を分析したり，論文
の評価をしたりするのと同様に，学術的なwebページの
被リンク状況やリンク関係を分析することで，その活用
状況や重要なwebページの特定ができるのではないか，
という発想は目新しいものではない。Googleがwebペー
ジの表示順位を決める際に用いているPageRankアルゴ
リズムも，webページ間のリンク関係を論文の引用関係
に見立てた発想に基づくものである14）。しかし研究者が
論文を引用する動機については多くの研究がなされてい
る一方でi，web ページ作成者がどのような意図で他の
ページにリンクするのか，論文の引用と同様に評価して
良いものなのか，という点については必ずしも自明では
なかった。このような背景から，学術的なwebページに
おける被リンク状況の分析においては，リンクの動機を
明らかにすることを目的とする研究が多くなされてき
た。Thelwallはイギリスの大学webサイト間のリンク100
件をランダムに抽出しリンクを行う動機を分析，学術論
文における引用の動機と比較している16）。Wilkinsonら
は同じくイギリスの大学webページ間のリンク414件を
分析し，学術論文における引用と同様の機能を持つリン
クは全体の0.5％しかなかった，としている17）。また，イ
スラエルの８つの大学webページ間のリンク関係を分析
した Bar-Ilan は，リンク元ページの多くはリンク集や
ブックマークなどのリンクを寄せ集めたページで，リン
ク先の多くは個人の業績ページであったとしている18）。
これらの研究ではいずれも，学術的なwebページ間のリ
ンクの動機は学術論文における引用の動機とは異なると
している。Wilkinsonらは引用分析が学術コミュニケー
ションのうちフォーマルな領域を対象とするものである
のに対し，リンク分析はインフォーマルな領域を対象と
するものであると考察しており，リンク分析を引用分析
とは異なる知見が得られる手法として評価している。

機関リポジトリを対象とするリンク分析としては
Zuccala らによる研究と Wells による研究が存在する。
Zuccalaらはサザンプトン大学の機関リポジトリをはじ
めとするイギリスの５つの異なるタイプのリポジトリを
対象にリンク分析を行うとともに，リンク分析のための
独自ソフトウェアも開発・提供している。分析結果か
ら，Ph. Dコースに属する学生のページからリンクされ
ている以外，個人のwebページから機関リポジトリに対
するリンクは少ないことが報告されている19）20）。ただし
Zuccala らの開発したソフトウェアでは被リンクを 999

i 研究者が論文を引用する目的について，近年の研究をまと
めたものとしては Bornmann らのレビューがある15）。
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件までしか取得できないため，網羅的な調査とは言いが
たい。Wells も Zuccala らが開発したソフトウェアを利
用し，こちらはイギリスの４つの機関リポジトリを対象
にリンク分析を行なっている。結果から，大学など学術
的な web サイトからのリンクが多い一方で，ブログや
ソーシャルネットワークからのリンクもあること，リン
クの目的は著者が自分の論文にリンクする場合と，他者
の論文を引用する目的が多いこと，非研究者からのリン
クも存在すること等を指摘している21）。

このように学術的な web ページのリンク分析につい
ては複数の先行研究があり，引用分析では得られない知
見を得るための手法として評価を確立しつつある。一方
で，Thelwallらをはじめリンクの動機に対する研究は学
術的なwebページ同士でのリンクの有無のみ分析対象と
しており，非学術的なwebページから学術的なwebペー
ジにリンクする動機についての研究はなされていない。
その他の研究でも興味の主眼は研究者間でのリンクの分
析かリンク分析手法の確立自体に置かれており，本稿が
目的とするような非学術的活動の中での学術文献活用に
関するリンク分析はほとんど行われていない。このよう
な研究が存在しない一因として，ここに挙げた各リンク
分析手法では網羅的にリンク元ページを収集することが
できず，学術的なwebページ間のリンクに比べ数の少な
い，非学術的なwebページから学術文献へのリンクの発
見が困難であったことが考えられる。この点については

「3.2 分析手法」で詳しく論じる。

３．分析対象・方法

3.1 分析対象文献

本研究では機関リポジトリを通じOA化された文献の
被リンク状況を分析する。OAの実現手段としては機関
リポジトリの他にOA雑誌もありうるが，本研究では後
述する分析手法上の理由から機関リポジトリ収録文献を
対象とすることとした。分析対象機関リポジトリは京都
大学学術情報リポジトリ（KURENAI）ii とし，2010年12
月31日までに収録された文献に対するリンク状況を分析
する。KURENAIは2010年12月31日時点で87,419件の
文献を収録する，日本国内で最も収録文献数の多い機関
リポジトリである。スペイン高等科学研究院による世界
機関リポジトリランキング2011年１月版ではKURENAI
は世界で３位，日本で１位の機関リポジトリと位置づけ
られており，特に収録文献の可視性と本文を含むファイ

ル数の多さがいずれも世界3位と高く評価されている22）

23）。ここからKURENAIは国内で最も収録文献数が多く
可視性の高い，活用されている可能性の高い機関リポジ
トリの１つであると言える。仮にKURENAI収録文献が
非学術的活動の中で活用されていないとすれば国内の他
の機関リポジトリで活用が進んでいるとも考えにくく，
ここから最初に分析すべきサンプルとしてはKURENAI
収録文献がふさわしいと判断した。

3.2 分析手法

先行研究に挙げた学術的 web ページのリンク分析で
は一般的に，GoogleやYahoo!等のサーチエンジンを用
いて分析対象とするwebページにリンクしているページ
を検索，収集し，分析している。サーチエンジンを用い
たリンク分析の限界としては網羅的なリンク元ページの
収集の困難が挙げられる。具体的には，

・サーチエンジンの検索結果取得件数の限界（リンク
分析ソフト LexiURL を開発した Zuccala らによれ
ば，2005年時点でGoogle，Yahoo!，MSNはいずれ
も上位1,000件までしか検索結果を取得できなかっ
た）19）

・APIの使用制限（１日あたりに投入できるクエリ数
に制限がある）

・サーチエンジン自体の網羅性の問題（どのサーチエ
ンジンを用いるにしても，すべてのリンク元ページ
が収集されているわけではない。例えばZuccalaら
の調査では，Googleはwebサイトのトップページ
にリンクしているページしか取得できなかったが
Yahoo!やMSNではwebサイト内のどのページへの
リンクでも取得できていた）19）

等の点から，網羅的なリンク元ページの収集が困難とな
る。そのため例えばLexiURLでは１つのリポジトリに対
し，999 件までしかリンク元ページを取得できていな
かった。多くのページからリンクされている機関リポジ
トリの場合，このような方法では十分なサンプル数を獲
得するのは困難である（例えばKURENAIの場合，国立
情報学研究所が提供する学術文献データベースCiNiiと
連携しており，CiNii からのリンクだけで数万件を超え
ている）。一方でサーチエンジンを用いず同様の分析を
行おうとした場合には分析者自身が網羅的にwebページ
を収集し，その中から分析対象ページにリンクしている
ページを抽出せねばならず，効率が悪く実現性に乏し
い。ii http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/,（参照 2011-04-17）．
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このようなサーチエンジンを用いたリンク元ページ収
集の困難を考慮し，本研究では機関リポジトリのアクセ
スログを用い，分析対象文献にリンクしているwebペー
ジを収集することとした。アクセスログの中にはアクセ
スされた日時，アクセス対象ファイルなどの情報に加
え，利用者がそのファイルにアクセスする直前に閲覧し
ていたwebページ（レファラあるいは参照元ページ）の
URL が記録されている。多くの場合，利用者は参照元
ページからリンクをたどってアクセスしてきたと考えら
れることから，参照元ページを収集することで分析対象
ページにリンクしているページを効率的に収集すること
が可能であると言える。

本研究の手法の問題点としては，分析対象期間中に一
度もクリックされていないリンクを収集できないという
点が挙げられる。イギリスの電子図書館サイトNational
electronic Library for Healthを対象に，LexiURL を用い
たリンク分析とアクセスログ分析を併用したZuccalaら
の研究によれば，ある１日について分析した場合，付与
されたリンクのうち実際に利用者にクリックされたもの
は一部のみであったとされている24）。しかしこの問題は
分析対象とするアクセスログの収集期間をできる限り長
くとることとで対応可能である。リンク元ページの作成
者本人も含め，一度もクリックされないリンクについて
はどれだけ収集期間を伸ばしてもアクセスログから取得
することは困難であるが，そのような有効に機能してい
ないリンクを分析する意義があるとは考えにくい。本研
究ではKURENAI運用担当者の協力を得て，現存してい
る最も古いログ（2007 年２月 16日）から 2010 年 12 月
31 日までの約３年 10ヶ月分のログを入手し，参照元
ページを抽出した。

アクセスログからリンク元ページを取得する手法のも
う１つの問題点はリンクスパムの存在である。リンクス
パムとは実際にはリンクを貼ってない web ページの
URLを，参照元ページとして相手のサーバに記録するス
パムである。ブログソフト等の中には，ある記事に対し
アクセスの多い参照元ページに対し，自動で当該記事か
らリンクする機能がある。この自動的リンクの獲得を
狙ってリンクスパムが行われていると考えられる（その
ため，自動リンク付与機能のない機関リポジトリに対し
てはほとんどスパムとしての意味をなしていないとも言
える）。このような実際にはリンクを付与していないス
パムはなんらかの方法で排除する必要がある。本研究で
は目視によってリンクスパムの排除を行うこととし，具
体的には

・リンク先 URL を実際には含んでいない，広告を目
的とすると考えられるページ（スパムブログ等）

・リンク先 URL を含んでいるがリンク先とリンク元
ページの内容に関連がなく，かつ広告を目的とする
と考えられるページ（スパムトラックバックを送信
するスパムブログ等）

を排除対象とした。なお，明らかに商品等の広告・宣伝
を目的とすると考えられるブログ等からのリンクであっ
ても，リンク先URLが記事中に含まれており，記事内容
がリンク先文献と関連している場合については排除対象
とはしなかった。

以上のように，アクセスログに基づくリンク元ページ
の収集には問題点もあるものの，いずれも対応が可能な
ものであると言える。

3.3 分析対象とするリンク

本研究では KURENAI に収録された各文献の PDF 等
の本文ファイル，もしくはメタデータが記載されたペー
ジに対するリンクのみを分析対象とし，トップページや
バナー画像等，それ以外のページに対するリンクは除外
した。本研究の目的はあくまでリンク分析からOA文献
の活用状況を知ることであり，機関リポジトリ自体の紹
介のためのリンク等は興味の外にあるためである。

アクセスログ中では同一文献に対する同一ページ
（URL）からのリンクも，利用者がクリックした回数分
だけすべて記録されているが，分析時には１つのリンク
として抽出した。また，前述の通り本研究の目的はリン
ク分析からOA文献が利用され，活用されている状況を
明らかにすることであるため，文献の活用状況と関連し
ないと考えられる以下のページからのリンクは分析から
除外した。

・サーチエンジンの検索結果画面など，利用者の行動
に応じ自動生成される動的なページからのリンク

・KURENAI内部の別のページからのリンク
・CiNii等，学術的なデータベースから，利用者を本

文に誘導する目的で付与されたリンク
・京都大学ドメインの他のページからのリンク（多く

は在籍する研究者の業績紹介やプレスリリース，研
究科紀要の目次等であるため）

これらの分析対象外とするページを機械的に排除した
後，残った参照元ページから，さらに目視によって以下
のページを排除した。
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・リンクスパム
・重複コンテンツ（例えばブログ記事についてその記

事本文のパーマリンクの他，月別アーカイブの
URL も記録されているなど，同一コンテンツにつ
いて複数の URL が参照元として記録されている場
合。原則，パーマリンクのみ残し他は排除した）

・既に削除されたページ
・内容が書き換えられ，当該文献へのリンクがなく

なったページ
・Webメールやセキュリティのかけられたページ等，

内容の確認できないページ

最終的に残った参照元ページを，本研究で対象とする
KURENAI 収録文献へのリンク元ページであると捉え，
KURENAIへのリンク数，リンクされた文献数を集計す
るとともに，目視によってリンク元ページの種類，リン
ク元サイトの性格（学術的活動のためのサイトか否か），
リンクの動機に関して調査した。これら目視によるリン
ク元ページの排除・内容調査は2011年2-3月にかけ実施
した。

４．分析結果

4.1 分析対象リンク数とリンクの分布状況

分析対象とした2007年２月16日から2010年12月31
日までの期間中，文献本文またはメタデータに対する，
参照元ページが記録されているアクセスログは5,985,356
件あった。そのほとんどはサーチエンジンの検索結果な
ど，動的なページからのリンクである。同一URLからの
同一文献へのリンクと動的なページからのリンクを排除
した結果，残ったリンクは 393,442 件であったiii。この
393,442 件のリンクの内訳を表１に示す。

動的ページ以外で最も多いのは KURENAI 内部の別
ページからのリンクであり，他には CiNii 等の学術的
データベースからのリンクも多い。393,442 件のリンク
中，分析対象となるリンクは1,774件のみであった。さ
らにこのうち 28 件は１つのページから，同一文献の本
文とメタデータの双方にリンクを張っている場合であっ
た。これを除外すると分析対象となるリンクは1,746件
となった。

分析期間中のKURENAI収録文献数が８万件以上存在
することを考えると，分析対象として収集できたリンク

表１　KURENAI収録文献への参照元ページ内訳

（2007.2.16-2010.12.31）

iii １つのリンク元ページから異なる複数の文献に対しリンク
が付与されている場合、それぞれ異なるリンクとして集計
している。以下，リンク数についてはすべて同様である。

数は少なく見える。しかし3.2で見たように，サーチエ
ンジンを用いる手法では1,000件程度しかリンクを収集
できず，またその中には学術的なデータベースや京都大
学ドメイン内の他のページ，重複コンテンツなど本研究
では分析対象から除外すべきリンク元ページからのリン
クも含まれる。これに対し本研究で用いたアクセスログ
からリンク元ページを収集する手法では分析対象とする
リンクだけで1,700件以上が取得できている。本研究で
採用した手法がリンク収集の点で有効であることが示さ
れたと言える。

これら 1,746 件のリンクは，KURENAI に収録された
文献のうち1,125件に対し付与されており，最も被リン
ク数が多いのは『Manga Kyoto University』（京都大学と
京都精華大学の共同プロジェクトとして，京都大学を漫
画で紹介する冊子を作成し，KURENAIを通じてwebで
も公開したもの）25） の 44件であった。１件以上リンク
が付与されている1,125件に限定した場合，被リンク数
の平均値は1.6，中央値は1である。２回以上リンクされ
ている文献は310件（27.6％），１回しかリンクされてい
ない文献は815件（72.4％）で，多くの文献は１回しか
リンクされていなかった（実際にはさらに１度もリンク
されていない文献が86,294件存在する）。リンクされて
いる文献の中に限って見た場合，リンクは一部の文献に
集中しているわけではなく，幅広い文献に対しリンクが
なされていたと言える。

4.2 リンク元ページの種類とリンクの動機

KURENAI収録文献に対するリンク1,746件について，
そのリンク元ページの内容を確認し，以下の11種類（い
ずれにも該当しない「その他」含めると 12 種類）に分
類した。

・電子ジャーナル，プレプリント，電子書籍，スライ
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ド資料等の学術資料
・研究者個人や研究チームによる業績紹介ページ
・学会，図書館等の公的団体が運営する web サイト
・個人，企業による web サイト（主としてブログ）
・Wikipedia
・Q&A サイト（Yahoo! 知恵袋等）
・Twitterとその関連サービス
・２ちゃんねる，その他のオンライン掲示板
・ソーシャルブックマークサービス（はてなブック

マーク等）
・オンラインダッシュボードサービス（Tumblr等）
・URL 短縮サービス（bit.ly 等，スペース節約等の目

的のために，長い文字列のURL を短縮して提供す
るサービス。KURENAI収録文献にこれらのサービ
スを用いて短縮したURLを使ってリンクした場合，
短縮されたURLから当該文献のURLへリダイレク
トされるため，参照元ページとしては短縮後の
URL が記録されてしまう）

　
分類結果を表２に示す。最も多いのは個人・企業が運

営するwebサイトからのリンク（436件）であり，全体
の４分の１近くを占める。この大部分はブログからのリ
ンクであり，そのうちごく一部が企業によるブログであ
る（ブログ以外の企業公式サイトからのリンクはなかっ
た）。次いで研究者個人や研究チームの業績を紹介する
ページからのリンクが多い（341件，19.5％）。なお研究
者が運営する個人webサイトからのリンクであっても，

25.0

13.2

表２　ページ内容によるリンク元ページの分類

自身ではなく他者の業績に対するリンクについては「個
人が運営するwebサイト」からのリンクとして分類して
いる。他にはTwitterやその関連サービス（230件，13.2
％），Wikipedia（113件，6.5％）などからのリンクが多
い。

このうち，研究者個人や研究チームの業績紹介ページ
からのリンクについては，研究業績を公開するインフラ
ストラクチャとしての機関リポジトリの利用状況を示す
ものであり，機関リポジトリ収録文献を活用した結果と
してのリンクとは言えない。研究者による機関リポジト
リの利用を考える上では重要なリンクであるが，自身の
活動の広報もまた研究活動の一環であると考えれば，非
学樹的活動の中での機関リポジトリ収録文献の活用を考
える上では除外すべきリンクと言える。学会・図書館等
の公的団体が運営する web サイトからのリンクや電子
ジャーナル等からのリンクも同様に，非学術的活動にお
ける文献活用状況を示すものではない。Twitter や関連
サービスからのリンクについては，Twitter では一度に
投稿できる文字数が140文字までと制限されていること
もあり，リンクされるに至った理由の把握が困難であ
る。ソーシャルブックマークサービス（主にはてなブッ
クマーク）からのリンクも同様に，ブックマークに付与
できるコメントに文字数制限（100文字まで）があるこ
と，そもそもコメントを付与していないブックマークが
大半であることからリンクが非学術的活動の中での文献
活用状況を示すものか否かを判断するのは難しい。２
ちゃんねるからのリンクはリンク元スレッドを辿れない
ようになっており，詳細の分析は不可能である。同様に
URL 短縮サービスについても，短縮したURLが貼られ
ていたページを把握できないため，分析することができ
ない。

非学術的活動における機関リポジトリ収録文献の活用
について考える上で注目すべきは，個人が運営するweb
サイトからのリンク，Wikipediaからのリンク，Q&Aサ
イトからのリンクである。このうちWikipediaからのリ
ンクについては，ほとんどは記事内に掲載された情報の
出典として，機関リポジトリ収録文献を引用する目的で
なされたものであった（図１）。この場合，少なくとも
項目執筆者はその文献を読んでおり，かつ引用するに値
すると判断していると考えられる。その結果として
Wikipediaの記事執筆という新たな知的生産活動につな
がっており，Wikipediaからのリンクは機関リポジトリ
収録文献が社会において活用されていることを示すもの
であると言える。ただし，項目執筆者が研究者か，非研
究者かを特定することは困難である。研究者が自身の研
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究領域に関連する分野について，自身の業績を出典とし
てWikipediaの記事を執筆していた場合，非学術的活動
の中での文献活用であるとは言いがたい。

Q&Aサイトからのリンクは，その性質上当然ながら，
質問者が提示した疑問に応える情報源として，機関リポ
ジトリ収録文献を紹介する目的でなされたものである。
この場合も少なくともリンクを貼った回答者本人はその
文献を読んでおり，かつ質問者も読んでいる可能性が高
い。さらにその中にはリンクされた文献が，質問者が抱
える問題の解決に結びついた場合もあると考えられる。
例えば図２の場合，質問者はKURENAI収録文献を提示
した回答者の回答内容を「ベストアンサー」として評価
している。ここから Q & A サイトからのリンクも
Wikipediaからのリンクと同様，機関リポジトリ収録文
献の活用状況を示すものと言えるが，回答者が研究者で
ある可能性が排除できない点も同様である。研究者が自
身の業績にリンクした場合であっても，研究活動と直接
には結びつかない Wikipedia や Q&A サイトからのリン
クであれば非学術的活動の中での活用であると考えるこ
ともできるが，それらのリンクによって当該文献のイン
ターネット上での可視性が高まる，という広報としての
側面も存在することを考えれば，純粋に非学術的活動で
あると言えるかは疑問が残る。

Wikipedia や Q&A サイトからのリンクは動機が限定
されるのに対し，個人webサイトからのリンクはより多
様な動機によってなされていると考えられる。そこで個
人webサイトからのリンクについて，より詳細な内容分

析を行い，そのリンクの動機を以下の３つに分類した。

・引用・参考：著者自身の議論を展開するページか
ら，リンク先文献の内容を引用する目的，あるいは
リンク元ページに書かれた内容の参考文献としてリ
ンク先文献を示す目的でリンクがなされた場合。学
術文献における引用文献，参考文献に相当する

・紹介：リンク先文献の内容紹介そのものが目的の
ページからリンクされている場合

・列記：リンク集など，特にリンク先文献に関する言
及がなく，単にリンクのみ貼られている場合

分類の結果を表３に示す。なお，分析者が内容を把握
できる必要があることから，ここでは個人が運営する
webサイトからのリンク436件のうち，日本語で書かれ
たページからのリンク 369 件を対象に分析を行ってい
る。

３つの動機のうち最も多いのは「紹介」のためのリン
ク（158件）で，40％以上を占めている。次いで「列記」
が多く（128 件，34.7％），「引用・参考」のためのリン

図１ WikipediaからKURENAI収録文献を出典として

引用している例 図２ Q&A サイト（Ya h o o !知恵袋）の回答から

KURENAI収録文献にリンクしている例

表３　個人webサイトからのリンクの動機
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クが最も少ない（83 件，22.5％）。このうち「列記」リ
ンクについては文献内容への言及がないため，それ以上
の動機の詳細を分析することは難しい。
「紹介」のリンクが最も多いのは4.1でも示した『Manga

Kyoto University』25）である（「紹介」としてのリンク24
件）。同書は公開時にマスメディアでも取り上げられる
など話題を集め，多くのブログ等で紹介されていた。し
かしこのような話題性のためにリンクを集めた文献は，

「紹介」リンクが付与されものの中のごく一部である。
２番目に「紹介」リンクが多い文献は京都大学木質科学
研究所の紀要に掲載された，阪神大震災被災地における
ツーバイフォー住宅の被害調査に関する資料26） であり

（「紹介」としてのリンク７件），ツーバイフォー住宅を
扱うブログの中で関連文献として紹介されている場合が
多かった。「紹介」としてのリンクの多くはこのように，
自身のブログの読者にとって有益と考えられる文献情報
を提供する目的でなされたものであった。
「引用・参考」リンクについては，さらにリンク元ペー

ジに加えてサイト内の他のページや運営者のプロフィー
ル等も確認し，リンク元サイトが学術的活動を目的とす
るものか，非学術的な活動を目的とするものかについて
も特定することを試みた。なお，ここでいう学術的サイ
トとは研究者，大学院生，学生等が自身の専門領域に関
するテーマの情報発信を主として行うサイト・ブログ等
とする。ただし運営者が研究者等ではない場合，もしく
は匿名であるなど研究者か否かの判断が困難な場合につ
いても，主として特定の領域に関する学術的な議論・情
報発信を目的としている場合については学術的サイトで
あると判定した。それら以外のサイトをここでは非学術
的サイトとし，非学術的サイトについてはさらにどのよ
うな属性を持つ人物が，どのような目的で文献にリンク
したかも調査した。結果を表４，表５に示す（非学術的
サイトからの「引用・参考」リンクの詳細は付録１参
照）。なお，表５のリンクの詳細の分類については実際
にリンク元ページの内容を閲覧する中で著者が独自に設
定した。第１章で示したZuccalaによる，非研究者にとっ
てのOAの利益6） を援用することも考えられたが，「税
金の使途の追跡と有権者としての権利」に該当すると考
えられるリンクがほとんど存在しない等，分析対象ペー
ジに合致しないため本研究では採用を見送った。

表４に示したとおり，「引用・参考」リンクのリンク
元ページのうち学術的サイトは38.6％，非学術的サイト
は61.4％であり，非学術的なサイトの方が多い。非学術
的サイトからの「引用・参考」リンクのうち，多くは個
人が作成した趣味に関するページ（例えば野草を紹介す
るブログ等，それを職業としているわけではない者が運
営している，特定のテーマに興味のある読者を対象とす
るページ）から，その趣味に関連する文献に対してリン
クしたものであり，非学術的サイトからの「引用・参考」
リンクの41.2％（21件）を占める（表５）。この中には
野草に関するブログがシソ科植物に関する博士論文を参
考文献として挙げた場合等が含まれている（各事例の詳
細は付録１参照。以下，事例については全て同様）。

次いで多いのは医療従事者（医師など）や教育関係者
（塾講師など），園芸家，演奏家など，専門的な職業に従
事する者が作成したページから，自身の専門分野に関連
する文献にリンクしている場合である（12件，23.5％）。
医師が日本の病床稼働率と米国のそれを比較するブログ
記事の中でデータの出典としてKURENAI収録文献を引
用している場合，サックス奏者がリードの保存方法につ
いてのブログ記事で紀要論文を引用した場合などが含ま
れる。

他には患者やその家族が，自身の症例に関連する文献
を引用する場合もある（６件，11.8％）。患者やその家族
による医療文献の利用は，非研究者にとってのOAの意
義として最も議論が盛んであるにも関わらず，「引用・
参考」リンクはそれほど多くはない。これは自身の健康
の問題に直面した者には情報を発信する余裕がないこと
や，デリケートな問題であるため情報発信のインセン
ティブが働きにくいこと等が理由であると考えられる。
実際，本研究で確認されたリンクも人工膀胱使用者が自
身の日常や関連情報を綴ったブログや，患者の家族が手
術を終えた家族の精神状態に関して扱ったブログ記事等
からのものであり，現に切迫した状況に置かれた患者や

表４　「引用・参考」リンクのリンク元サイトの性格

表５ 非学術的サイトにおける「引用・参考」リンクの

詳細
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その家族が作成したページからのものではなかった。
これらの他に，特にテーマを持たないブログや，特定

のテーマはあるがそのテーマとは関係のない記事から
KURENAI収録文献に「引用・参考」リンクを貼ってい
る場合もあった（12 件，23.5％）。総じて非学術的サイ
ト運営者がKURENAI収録文献にリンクする理由は多様
であると言える。また，同一の文献であってもページ作
成者によって異なる文脈で引用する場合がある。例えば
ハチャトゥリアン作曲「仮面舞踏会」に関する紀要論文
が，この曲をショートプログラムで使用したフィギュア
スケートの浅田真央選手を取り上げたスケートのファン
ブログで引用される一方で，同曲の指揮をとる事になっ
たオーケストラ指揮者のブログでも引用されている場合
等があった。

以上の分析から，個人webサイトからのリンクも多く
は Wikipedia や Q&A サイトからの引用と同様に，収録
文献の活用状況を示すものであると言うことができる。
中でも「引用・参考」目的でなされたリンクはKURENAI
収録文献を活用し，新たな知的生産活動がなされたこと
を示すものである。さらにそのリンク元ページの多くは
自身の趣味や職業，健康問題に関連する文献を非学術的
な活動の中で活用していることがわかった。KURENAI
収録文献の総数に対し事例数はごく限られるものの，こ
れらの事例はOA文献が研究者のみならず社会の中で活
用されていることを示すものであると言える。

５．考察と今後の課題

本研究では機関リポジトリを通じてOA化された文献
の，非学術的な活動の中での活用状況を明らかにするこ
とを目的に，京都大学の機関リポジトリKURENAIに収
録された文献の被リンク状況を分析した。分析の結果か
ら，KURENAI収録文献はブログなどの個人webサイト，
Wikipedia，Q&Aサイトなどからリンクされており，研
究活動だけではなく非学術的な活動の中でも活用されて
いることが示された。具体的な活用目的は自身の趣味や
健康に問題を抱える者の間での情報共有，演奏家や医療
従事者等の職業実践家による活用など，多岐に渡る。リ
ンクされる文献は必ずしも特定の文献や分野に偏ってお
らず，機関リポジトリによってOA化された文献が，社
会の様々な場面で活用されうることを示していると言え
る。

一方で，公開されている文献数に対し，リンク数はご
く限られている。しかしWellsの先行研究によれば，機
関リポジトリへのリンク数は機関リポジトリ設置からの

年数が経過するほど多くなる傾向がある21）。KURENAI
はまだ公開から５年を迎えたばかりであり，さらに公開
当初から収録されていた文献は一部のみである。今後，
公開から年数が経過するにつれてさらにリンク数は増え
ていくものと考えられ，継続した分析が必要である。

また，本稿ではリンクのみを分析の対象としたが，今
後はアクセス数とリンク数の関係等，他の分析手法と組
み合わせた分析を行うことが考えられる。被引用数の分
析においてはアクセス数が多い文献は被引用数が増える
か，あるいは被引用数の多い文献のアクセス数は多くな
るかが注目されている。同様に，アクセス数が多い文献
はリンク数が増えるか／リンク数が多い文献はアクセス
数が増えるかがわかれば，OA文献の可視性を高める方
策を考える際に有益であると考えられる。ただし，これ
も現状ではリンク数が限られているために有効な結果が
出るとは考えにくく，今後のリンク数の推移を見つつ時
機を待つ必要があるだろう。
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付録1  KURENAI収録文献に対する，非学術的サイトからの「引用・参考」リンクの詳細 

 
作成者種別 リンク先URL 引用詳細 

趣味の個人1 http://hdl.handle.net/2433/48430 

フィギュアスケートのファンブログ。浅田真央が演目で使用したハチャトリアン「仮面舞踏会」を紹介

する記事中で、戯曲のより詳しい内容に関する参考文献として紀要『人文學報』掲載論文を挙げ
る。 

趣味の個人2 http://hdl.handle.net/2433/48430 
フィギュアスケートに関するファンブログ。2008 年度の各選手の使用曲に関する記事の中で、浅田
真央がSPで使ったハチャトリアン「仮面舞踏会」のあらすじの出典として紀要『人文學報』掲載論文
を参考文献に挙げる。 

趣味の個人3a http://hdl.handle.net/2433/113174 
映画に関するブログ。男性器の成長障害に関する記事の中で、症例として『泌尿器科紀要』掲載論
文を引用。 

趣味の個人3b http://hdl.handle.net/2433/121303 
映画に関するブログ。男性器の成長障害に関する記事の中で、症例として『泌尿器科紀要』掲載論
文を引用。 

趣味の個人3c http://hdl.handle.net/2433/122686 
映画に関するブログ。男性器の成長障害に関する記事の中で、症例として『泌尿器科紀要』掲載論

文を引用。 

趣味の個人3d http://hdl.handle.net/2433/119298 
映画に関するブログ。男性器の成長障害に関する記事の中で、症例として『泌尿器科紀要』掲載論

文を引用。 

趣味の個人3e http://hdl.handle.net/2433/119495 
映画に関するブログ。男性器の負傷に関する記事の中で、症例として『泌尿器科紀要』掲載論文を
引用。 

趣味の個人4 http://hdl.handle.net/2433/66179 
コンピュータ関係の仕事をしている著者による、物理、数学系を中心とした雑感を掲載するブログ。
小林・益川理論を紹介する記事の中で、原著論文として雑誌『Progress of Theoretical Physics』掲載

論文を参考文献に挙げる。 

趣味の個人5a http://hdl.handle.net/2433/73164 
野生の植物に関するブログ。レモンエゴマについての記事の中で博士（薬学）論文「日本産シソ属
植物の類縁および化学分類に関する研究」を参考文献に挙げる。 

趣味の個人5b http://hdl.handle.net/2433/73164 
野生の植物に関するブログ。エゴマについての記事の中で博士（薬学）論文「日本産シソ属植物の
類縁および化学分類に関する研究」を参考文献に挙げる。 

趣味の個人5c http://hdl.handle.net/2433/73164 
野生の植物に関するブログ。トラノオジソついての記事の中で博士（薬学）論文「日本産シソ属植物
の類縁および化学分類に関する研究」を参考文献に挙げる。 

趣味の個人6 http://hdl.handle.net/2433/48860 
技術者による、理系の話題、読書、音楽について扱うブログ。「無限小」に関する記事の中で、参考
文献として紀要『哲学論叢』掲載論文を挙げる 

趣味の個人7 http://hdl.handle.net/2433/56764 
インドネシアについて扱う個人サイト。日本の占領時代についてのページで、Dasawisma（インドネ

シアの婦人会？）についての情報の出典として紀要『東南アジア研究』掲載論文を引用。 

趣味の個人8 http://hdl.handle.net/2433/56263 
トッポギ・ウキ、操体法について扱う個人サイト。玄米の功罪についてのページで、米の品種を決

定する遺伝子に関する記述の出典として紀要『東南アジア研究』掲載論文を引用。 

趣味の個人9 http://hdl.handle.net/2433/66571 
上海で生活する個人によるサイト。水滸伝の連環画に関するページの中で、水滸伝批判に関する
参考文献として紀要『東方學報』掲載論文を挙げる。 

趣味の個人10 http://hdl.handle.net/2433/70298 
夫の定年退職後に夫婦で登山をはじめた著者らによる個人サイト。地域別比流量図に関するペー
ジの中で、地域別比流量図の中でフィート・マイルがメートル換算されていることの出典として、『京

都大学防災研究所年報』掲載論文を引用。 

趣味の個人11 http://hdl.handle.net/2433/58802 
音律・音階・ジャズ・ガラス絵・ミステリなど管理人の趣味に関する話題を扱うブログ。ペットボトル・
ミュージシャン間のコミュニケーションに関する記事の中で『数理解析研究所講究録』に掲載された

ペットボトル振動子に関する論文を引用。 

趣味の個人12 http://hdl.handle.net/2433/48351 

記念日や行事・歴史・人物等について管理人の気の向くままに書き綴るブログ。西南戦争について

紹介する記事の中で『人文學報』に掲載された西南戦争における西郷隆盛と士族に関する論文を
参考文献にあげる。 

趣味の個人13 http://hdl.handle.net/2433/56836 
政治家・政治的事件について扱うブログ。白洲次郎について扱った記事の中で『岩本ゼミナール機

関誌』掲載の日本の援助受入政策と国産小麦衰退の関連に関する論文を引用。 

趣味の個人14a http://hdl.handle.net/2433/68946 
洛中洛外（京都の市街・郊外）の探訪記を綴るブログ。「人食い地蔵」に関する記事の中で『京都大

学埋蔵文化財調査報告』を参考文献に挙げる。 

趣味の個人14b http://hdl.handle.net/2433/68947 
洛中洛外（京都の市街・郊外）の探訪記を綴るブログ。「人食い地蔵」に関する記事の中で『京都大
学構内遺跡調査研究年報』を引用。 

実践者・職業者1a http://hdl.handle.net/2433/57419 
アメリカの寄宿高校（「ボーディングスクール」）への留学、受験準備に関するブログ。名門ボーディ
ングスクールの抱える課題についての記事で、『京都大学大学院教育学研究科紀要』掲載論文を

参考文献としてあげる。 

実践者・職業者1b http://hdl.handle.net/2433/57504 
アメリカの寄宿高校（「ボーディングスクール」）への留学、受験準備に関するブログ。名門ボーディ
ングスクールの抱える課題についての記事で、『京都大学大学院教育学研究科紀要』掲載論文を

参考文献としてあげる。 

実践者・職業者2 http://hdl.handle.net/2433/57491 
4-18 歳の子どもに対する職労体験事業を行う特定非営利活動法人「こども盆栽」のブログ。子ども

向けワークショップに関する記事の中で、『京都大学大学院教育学研究科紀要』掲載論文を引用 

実践者・職業者3 http://hdl.handle.net/2433/44493 

元勤務医のブログ。総務省による自治体病院改革に関する記事の中で、アメリカの病床稼働率に

関する情報源として紀要『経済論叢別冊 調査と研究』掲載論文を引用。 

 

実践者・職業者4 http://hdl.handle.net/2433/65849 
園芸家のブログ。植栽・庭園美術史に関する記事の中で、参考文献として単行書『日本庭園の植栽

史』を挙げる。 

実践者・職業者5 http://hdl.handle.net/2433/43041 
「XMLコンサルタント、システムアーキテクト、テクニカルライター」によるブログ。Webフローの図示

に関する記事の中で紀要『数理解析研究所講究録』掲載論文を引用。 
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作成者種別 リンク先URL 引用詳細 

実践者・職業者6 http://hdl.handle.net/2433/48430 

東京サロンオーケストラ演奏者／指揮者のブログ。自身が指揮することになったハチャトリアン「仮

面舞踏会」に関する記事の中で、戯曲「仮面舞踏会」の邦訳が「レールモントフ選集 2」しかないこと

の出典として紀要『人文學報』掲載論文を引用。 

実践者・職業者7 http://hdl.handle.net/2433/51424 
サックス／オルガン奏者による、ジャズに関するブログ。サックスのリードの保存方法に関する記

事の中で、紀要『木材研究・資料』掲載論文を引用。 

実践者・職業者8 http://hdl.handle.net/2433/49374 
アロマテラピー好きの産科勤務者のブログ。バースレビューに関する記事の中で、『京都大学医療

技術短期大学部紀要』掲載論文を参考文献に挙げる。 

実践者・職業者9 http://hdl.handle.net/2433/48594 風水コンサルタントのブログ。「通書」に関する記事の中で『人文學報』掲載論文を批判的に引用。 

実践者・職業者10a http://hdl.handle.net/2433/58644 
中学受験塾「日能研」のブログにおける、算数に関するエッセイ。関孝和の和算について、紀要『数

理解析研究所講究録』掲載文献を参考文献に挙げる。 

実践者・職業者10b http://hdl.handle.net/2433/81479 
中学受験塾「日能研」のブログにおける、算数に関するエッセイ。鬼谷算に関する記事の参考文献

として紀要『数理解析研究所講究録』掲載文献を挙げる 

患者・家族1a http://hdl.handle.net/2433/114727 
萎縮膀胱が原因で人工膀胱を入れた患者による、人工膀胱に関するブログ。陰茎喪失に関する記

事の中で、精神異常から自身で陰茎を切り取った症例として『泌尿器科紀要』掲載論文を引用。 

患者・家族1b http://hdl.handle.net/2433/122462 
萎縮膀胱が原因で人工膀胱を入れた患者による、人工膀胱に関するブログ。陰茎喪失に関する記

事の中で、精神異常から自身で陰茎を切り取った症例として『泌尿器科紀要』掲載論文を引用。 

患者・家族1c http://hdl.handle.net/2433/119332 
人工膀胱を入れた患者による、人工膀胱に関するブログ。前立腺肉腫に関する記事の中で、17 歳

の患者の症例として『泌尿器科紀要』掲載論文を引用。 

患者・家族1d http://hdl.handle.net/2433/74774 
人工膀胱を入れた患者による、人工膀胱に関するブログ。陰茎がんに関する記事の中で、陰茎が

ん患者に包茎者が多いことの出典として『泌尿器科紀要』掲載論文を引用。 

患者・家族1e http://hdl.handle.net/2433/117982 
人工膀胱を入れた患者による、人工膀胱に関するブログ。陰茎がんに関する記事の中で、陰茎が

ん患者に包茎者が多いことの出典として『泌尿器科紀要』掲載論文を引用。 

患者・家族2 http://hdl.handle.net/2433/49447 
恋愛サイトオーナー・主婦によるブログ。大きな手術を受けた義父の術後精神症状に関する記事

の中で、『京都大学医療技術短期大学部紀要』掲載文献を義父とあてはまる例として引用。 

その他1 http://hdl.handle.net/2433/66125 

著者が気になった様々なテーマを扱う個人ブログ。川越の牛蒡専門店を紹介する記事の中で、「青

果業界で単一の品目を扱う問屋はゴボウだけ」というコメントへの反例として、葱問屋に関する紀

要『資本と地域』掲載論文を引用。 

その他2 http://hdl.handle.net/2433/66064 

社会に出ても日々の学びをアウトプット・共有することを目的とする個人ブログ。大学のアウトリー

チ活動に関する記事の中で、アウトリーチのうまくいっていない例として単行書『Manga Kyoto 

University』を引用。 

その他3 http://hdl.handle.net/2433/24219 

リカちゃん人形や趣味の話題を扱うブログ。「東京都安全・安心まちづくり条例」改正反対について

の記事の中で、『京都大学文学部哲学研究室紀要 : Prospectus』に掲載された京大石垣カフェに関

する文献を引用。 

その他4 http://hdl.handle.net/2433/61651 個人ブログ。数学の独学に関する記事の中で紀要『数理解析研究所講究録』掲載論文を引用。 

その他5 http://hdl.handle.net/2433/57179 
ウォーキングを中心に多様なテーマを扱う個人ブログ。原爆投下 65 年に関する記事の中で、紀要

『人文』の目次を参照情報として引用している 

その他6 http://hdl.handle.net/2433/53726 

匿名で様々なテーマについて自身の考えを投稿し、読者はコメントをつけられるサイト。検察審査

会とGHQについて扱うある投稿者の長文記事の中で、『東南アジア研究』に掲載されたオランダ植

民地統治と法の支配に関する論文を、植民地支配に関する研究例として引用。 

その他7 http://hdl.handle.net/2433/85299 
中国の暗部について扱う、とし関連ニュース等を掲載するブログ。ウィグル問題に関する記事の中

で『京大上海センターニュースレター』を参考文献に挙げる。 

その他8 http://hdl.handle.net/2433/48450 

「人類の未来について発信するページ」と称するサイト。「人類はどこから来たのか？」と題するペ

ージの中で『人文學報』に掲載された考古学的意味での家畜化に関する論文を参考文献に挙げ

る。 

その他9 http://hdl.handle.net/2433/48345 
個人の日記ブログ。NHK で放送された憲法に関する番組を見た感想についての記事の中で『人文

學報』掲載のナショナリティに関する論文を引用。 

その他10 http://hdl.handle.net/2433/54573 
様々なテーマについて扱う個人ブログ。複式簿記に関する議論の中で『農業計算学研究』掲載の

単式簿記と複式簿記の特性と普及に関する論文を引用。 

その他11a http://hdl.handle.net/2433/68946 
野鳥を中心に様々な内容を扱う、引退した教師による個人サイト。保元の乱に関するページの中
で、「白河北殿」に関する情報の出典として『京都大学埋蔵文化財調査報告書』を引用。 

その他11b http://hdl.handle.net/2433/37043 
野鳥を中心に様々な内容を扱う、引退した教師による個人サイト。大橋力「音と文明」について扱う
ページの中で、スタンリーによる暗黒アフリカ探検に関する著書の邦訳出版に関する情報の出典
として京都大学図書館報『静脩』掲載文献を引用。 

 




